




































































































































































































































































































































確認用法 聞き手に対する気付かせ ? ○
話し手の押し付け
自問
断定回避
疑念用法
詠嘆
○ ?
反語
娩曲的な疑問用法 ○ ○
　注
1）　ここでいう述語は形容詞、形容動詞、名詞である。ただし、名詞の場合は形容詞
　　や形容動詞の付く名詞である。
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